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公共イメージ向上の目的

①ロータリーのストーリーを伝え、
よりインパクトのある奉仕活動

③会員基盤の拡大
会員増強

②社会の認知度の向上



他団体との比較（２６６０地区）

ライオンズクラブを知っている ７３.７％
ロータリークラブを知っている ５６.８％



年代・男女別認知度（２６６０地区）

・男女／年代別認知度

男性（全年代計） ６６％ 女性（全年代計） ５６.３％

男性２０代 ３１％ 女性２０代 ２３.４％

男性６０代 ８９.３％ 女性６０代 ７５.７％

高齢者＞若年者 男性＞女性



どうやってロータリーを知ったか？

口コミ ３６.８％
テレビ １９.５％
新聞 １８.５％
公共機関（学校・役所等） １１.４％
看板・屋外サイン １０.９％
寄贈物 ８.７％

＊高齢者はマスメディアを通しての認知比率が高いが、
２０代になるとＳＮＳ での認知比率が２０％を超える。



ロータリークラブのイメージ

高年齢 ５５.８％
裕福 ５５.５％
企業役員 ５２.８％
歴史がある ５１.９％
社交クラブ ４７.５％
良い活動 ３５.４％
地域での奉仕 ３５.１％
国際的 ２７.４％
親しみが持てる １７％
＊名前だけを知っている層より、詳しく知っている層の方が好感度が高い。
＊高年齢・ハイクラスの人たちの社交クラブ＞奉仕団体



インパクトのある情報発信の取り組み①

時流ニーズに対応した奉仕・地域に根差した奉仕など、社会の
関心の高い活動に取り組むロータリーのストーリーを積極的に
発信する。

医療機関に特製フェースシールドを寄贈
（東大阪RC）



ローターアクト、インターアクトとの連携やＳＮＳの活用など、
ロータリーへの認知が低い若年層への積極的な発信に取り組ん
でいく。

インパクトのある情報発信の取り組み②

RYLAセミナー

ＲＩのツイッター
（日本版）



マスコミとの接点を持ち、活動内容、ロータリーのストーリーを広く発
信する。

インパクトのある情報発信の取り組み③

昨年の地区大会の報道
（読売新聞）



NEWS RELEASE
報道関係各位 2018年●月●日

株式会社●●●●

記者が途中で読むのをやめてもポイントが伝わるように
重要な要素から順番に書く「逆三角形」に！
（「結、起承転」）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●
●●年●月●日から●●●で新発売

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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画像

概要

TOPICS

画像/
図表etc

＜●●＞●●●●●●●●●●●● ●●
＜●●＞●●●●●●●●●●●●●●
＜●●＞●●●●●●●●●●●●●●
＜●●＞●●●●●●●●●●●●●●

◇本件に関するお問い合わせ先◇
株式会社●●●● ●●●部 担当：●●

TEL：●●-●●●●-●●●● メール：●●＠●●●●

タイトル（見出し）＋α情報
・「何に関するリリースか」「何がニュースバリューか」が
一目で分かる見出しに（PR IMPAKT®の視点でチェッ

ク）
リード（全文・要約）

・リリースの核心に触れる （ニュースのエッセンスを凝縮）
・タイトルに記載した事項に関する「5Ｗ1Ｈ」を極力押さえる
・「+α」（世の中との接点＝社会にとっての価値）があるとベ
スト

本文
・製品・サービスなどの特徴、自社の開発経緯や背景を紹介
・記事などに使用可能な製品・サービスなどのイメージ画像
・文章で表現しづらい内容は「概要」として箇条書きに
・1ページ目で書ききれない要素は、2ページ目以降や
添付資料などで補足する
（1ページにすべての要素を詰め込まない、分かりやす

く！）

問い合わせ先
・メディアからの問い合わせが受けられる担当者・連絡先を
記載

Point
ニュースリリースの基本形 （辰馬政夫22-23公共イメージ向上セミナー「ニュースリリースの

HOW TO」）



正しいロゴの使用はなぜ重要か
１ 認知度の向上
ロゴを正しく、一貫して、繰り返し使用
⇒ ロータリーへの認知度を高め、瞬時に活動実績や貢献が認識
される。

２ ブランド力の強化
ロゴの統一化 ⇒一貫したビジュアルアイデンティティ（組織の

理念を表すシンボルや視覚要素）の強化

３ ロータリーの評判と法的権利



ロータリーのロゴの変遷



現在のロータリーのロゴ

・ロータリーロゴには「公式ロゴ」「簡易公式ロゴ」
・公式ロゴと簡易公式ロゴとでは、歯車の形式、商標登録マークの有無が異なる。
・小さいサイズ、刺繍の場合、簡易公式ロゴが推奨



ロータリーのロゴのルール
公式ロゴ 簡易公式ロゴ

クラブ、地区、ゾーンの活動・コミュニケーションで使用するロゴに
は、ロータリー公式ロゴ（もしくは簡易公式ロゴ）にクラブ名、地区番号、
ゾーン番号を入れる（ロータリー章典34.030.6.・34.040.11.参照）



クラブ名等の表示位置 ロータリークラブの場合



クラブ名等の表示位置 ローターアクトクラブの場合



組み合わせロゴ
１ イベントやパートナーシップを推進するために、クラブ名や地区番号入り
のロゴと、他団体のロゴとを組み合わせることができる。

２ 組み合わせロゴには１つのパートナー団体/スポンサー/プログラム名のみ
含めることが可能（複数の団体等と協力する場合は、メインの団体を一つ選び、
他の団体リストは別の場所に表示）



適切でないロゴの使用例

ロゴにクラブ・地区・ゾーン番号以外の言葉を入れている。



適切でないロゴの使用例

クラブ名等の表示位置は、歯車の左側（「Rotary」の上部も
しくは下部）でなければならない。



適切でないロゴの使用例



ロゴの余白スペース



誇りのシンボル



誇りのシンボル
１．歯車の中に「Rotary International＋Ｒマーク」

２．誇りのシンボルは単独で使用不可、クラブ名または地区名等入り
のロータリーロゴを近接位置に表示する。

３．誇りのシンボルに簡易バージョンはない。



ロータリーロゴ入り商品に関する注意

１．ロータリーロゴ入りの商品は、免許業者から購入する必要がある。

２．必要な商品を免許業者が取り扱っていない場合、免許のない業者がロー
タリーロゴ使用に関し許可を得たうえで、その非免許業者に製造販売を依
頼することが可能
⇒ デザイン案を添えて rilicensingservices@rotary.org に提出し

承認申請
⇒ 但し、許可は一度限り



ロータリーロゴ入り商品に関する注意

４ 免許業者に発注を要するロータリーロゴ入りの「商品」merchandise
例）衣類その他のグッズ

５ 第三者に販売したり記念品等として提供することを目的としたもの
ではなく、かつ、会員ないしクラブ自らが、活動時に使用するツール
にすぎないもの
⇒免許業者に製造等を発注すべき「商品」にあたらない
例）クラブで使用する名刺、週報、封筒、会員名簿等

６「商品」であっても、クラブ自ら製作することは構わない。
例）無地のポロシャツにクラブ自らで、クラブ名入ロータリーロゴを
アイロンプリントする等



ご清聴ありがとうございました。

2023-24年度 公共イメージ向上委員会
委員長 伊 藤 芳 晃


